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東北女子大学　公開講座

　夏目漱石の小品「夢十夜」を丁寧
に読み解きます。
▽とき　４月 14 日（土）
　　　　午前 10 時 30 分～正午
▽ところ　東北女子大学（清原１丁
目）
▽対象　中学生以上
▽受講料　無料
※事前の申し込みは不要。
■問 東北女子大学公開講座係（☎
33・2289、■Ｈ http://www.tojo.
ac.jp）

布ぞうり作り教室

　家庭にある使い古しのタオルを使
って布ぞうりを作ってみませんか。
▽とき　４月 26 日（木）
　　　　午前９時 30 分～午後３時
▽ところ　弘前地区環境整備センタ
ープラザ棟（町田字筒井）
▽講師　尾崎行雄さん
▽定員　20 人（先着順）
▽持ち物　フェースタオル４枚（使
い古しのもの）、裁ちばさみ、昼食、
作業しやすく汚れてもいい服装
▽参加料　無料
▽申込受付　４月 15 日から

▽とき　５月 12 日（土）
　　　　午後１時～４時 30 分
▽ところ　弘前図書館（下白銀町）
２階視聴覚室
▽講師　ささやすゆきさん
▽対象　親子 10 組（先着順）
▽参加料　絵本１冊につき 100 円
■問 ４月 9 日から、弘前図書館（☎
32・3794）へ。

公開武家住宅の貸館利用

　市では、仲町伝統的建造物群保存
地区内の公開武家住宅を貸し出しし
ています。より気軽に利用できるよ
う、４月１日から利用時間の区分を
廃止し、１時間単位で利用を受け付
けます。
▽使用料（１時間）　旧伊東家住宅

（310 円）、旧岩田家住宅（210 円）、
旧梅田家住宅（280 円）、旧笹森家
住宅（280 円）
※開館時間は午前 10 時～午後４
時。詳しくは、問い合わせを。
■問文化財課（☎ 82・1642）

弘前市シルバー人材
センターの会員募集
　市内に居住する 60 歳以上で、働
く意欲がある人を対象に、新入会員
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説明会を開催します。
▽とき　① 4 月３日の午前 10 時
～、② 4 月 17 日の午後２時～
※５月以降も毎月２回開催。
▽ところ　生きがいセンター（南袋
町）研修室
▽入会手続きに必要なもの　入会申
込書（シルバー人材センターで配
布。事前に必要事項を記入し当日持
参を）、年会費 3,000 円（互助会費
を含む）、印鑑（認め印可）、預金通
帳（青森銀行またはみちのく銀行の
もので、本人名義）
※入会希望者には、手続き時に面談
を行います。なお、説明会への参加
を希望する人は、事前に連絡を。
■問弘前市シルバー人材センター（☎
36・8828）

４月８日は市長選挙・市議会
議員補欠選挙の投票日です
　投票日当日、仕事や用務などで投
票できない人は、４月２日～７日に
実施する期日前投票を利用して投票
しましょう。
　詳しくは、広報ひろさき３月 15
日号でご確認ください。
■問選挙管理委員会事務局（☎ 35・
1129）

夜間・休日納税相談の
ご利用を
　収納課では、日中や平日に納税相
談ができない人のために、夜間・休
日納税相談日を設けています。
▽夜間納税相談　４月 16 日～ 20
日の午後５時～７時 30 分
▽休日納税相談　４月 15 日・22
日の午前９時～午後４時
■問 収納課（市役所２階、 ☎ 40・
7032、40・7033）

県税のコンビニ納税と
口座振替制度
　自動車税・不動産取得税・個人事
業税はコンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替できる県
税は次のとおりです。
○個人事業税…定期賦課分
○法人県民税・事業税（地方法人特
別税を含む）…中間・確定申告分
○自動車税…６月納期分（４月 27

日までに申し込みが必要）
○軽油引取税
※申込用紙は各金融機関・中南地域
県民局県税部の窓口に備え付けてあ
ります。
■問中南地域県民局県税部納税管理課

（☎ 32・4341）

河川愛護モニター募集

▽任期　７月１日から１年間（予定）
▽活動地区　岩木茜橋～清瀬橋区間

（岩木川左右岸）
▽活動内容　巡視月誌の提出（月１
回）、岩木川に関する情報提供や河
川の異常を発見したときの通報、河
川関係行事への参加など
▽募集人数　活動地区付近に居住し
ている満 20 歳以上の人＝２人
▽報酬　月額 4,500 円程度（予定）
※詳しくは、ホームページ（http://
www.thr.mlit.go.jp/aomori/）
で確認するか、問い合わせを。
■問５月 11 日（必着）までに、郵送

（履歴書と「川とのかかわり」につ
いて簡単に記述したもの〈任意様式〉
を同封）で、青森河川国道事務所河
川占用調整課（〒 030・0822、青
森市中央３丁目 20 の 38、☎青森
017･734･4537）へ。

クマの被害に遭わないために

　クマが冬眠から目覚め、目撃情報
が多発する時期です。被害に遭わな
いために次の点に注意しましょう。
また、市や県のホームページなどで、
クマ出没情報を収集し、安易に近づ
かないよう気を付けてください。

【クマ被害に遭わないために】
クマが活発に活動する早朝や夕方は
山に入らないようにする／山に入る
ときはなるべく複数人で、笛や鈴、
ラジオなど音を出しながら歩く／ク
マの出没があった場所には近づかな
い（看板が設置されています）

【クマに遭遇してしまったら…】
クマは逃げるものを追いかける習性
があるとされているため、静かに後
退してその場を立ち去る／石を投げ
たり、大声を上げるなどクマを刺激
しないようにする／たとえ子グマで
も絶対に近づかないこと（子グマの
近くには親グマがいるため）
■問農業政策課（☎ 40・7102）

■問弘前地区環境整備センタープラザ
棟（☎ 36・3388〈午前９時～午
後４時〉、月曜日は休み）

手話奉仕員養成講座（基礎編）

▽とき　5月10日～11月22日（8
月 2 日・16 日を除く）の毎週木曜
日、午後 7 時～ 8 時 30 分（計 26
回）
▽ところ　弘前市身体障害者福祉セ
ンター（八幡町 1 丁目）
▽対象　平成 29 年度手話奉仕員養
成講座（入門編）の修了者または過
去に手話奉仕員養成講座を受講した
人＝ 20 人程度
▽受講料　無料（別途テキスト代
3,240 円が必要）
▽申し込み方法　５月 1 日（必着）
までに、往復はがき（住所、氏名、
年齢、職業、手話学習歴、電話・フ
ァクス番号を記入）で、弘前市身体
障 害 者 福 祉 セ ン タ ー（ 〒 036・
8057、八幡町 1 丁目 9 の 17）へ
申し込みを
■問 弘前市身体障害者福祉センター

（☎ 36・4521、■Ｆ 32・1144）
※事前面接会場・時間などの詳細は
返信用はがきで通知します。

手作り絵本講習会

～世界に１冊だけの自分の絵本をつ
くろう～

緑の相談所 ４月の
催し

 教室・講座

 その他
  

キッズリーダー大募集！
【講習会】
●バラのせん定講習会
▽とき　7日、午後1時30分～
3時30分

【展示会】
●セッコク展
▽とき　13日～ 15日
※14日･15日の午前11時と午後
3時から植替え実演会を実施。
●津軽盆栽会　春の盆栽展
▽とき　21 日～ 26 日、午前 9
時～午後4時

【弘前城植物園…今月見られる花】
ウメ、十月桜、キクザキイチリン
ソウ、カタクリなど
■問緑の相談所（☎33・8737）

　からだを使ったゲームや宿泊体験、野外活動などを通
じて、リーダーシップを身に付けます。
▽日程など　下表参照
▽対象　市内の学校に在籍、または市内に住所を有する
児童・生徒（小学４～６年生＝ 25 人、中学生＝ 10 人、
高校生＝５人）
▽参加料（年額）　小学生＝ 1,000 円、中学・高校生＝
2,000 円

活動日・時間 会場 内容
６月23日、７月7日・21日の午後１時～3時 弘前文化センター（下白銀町） 入校式、交流ゲーム、宿泊体験事前説明など
８月７日～９日の終日 五所川原市梵珠少年自然の家

（五所川原市神山殊ノ峰）（予定）宿泊体験
９月１日・22日、10月 20日の午後１時～3時

弘前文化センター（下白銀町）

壁新聞作り
11月３日の午前11時～午後３時 体験発表、子どもの祭典へのブース出展
12月 15日の午後１時～３時 クリスマス特別企画
１月26日の午後１時～３時 交流ゲームほか
２月16日の午後１時～３時 終了式

▽申し込み方法　４月 30 日（必着）までに、はがき、ファ
クスまたはＥメール（住所、氏名〈ふりがな〉、性別、学校名、
学年、電話番号、保護者氏名を記入）で、申し込みを
※参加決定通知を５月中旬に発送する予定です。
■問中央公民館（☎ 33･6561、〒 036･0856、下白銀町
19 の 4、■Ｆ 33･4490、■Ｅ chuuoukou@city.hirosaki.
lg.jp、火曜日は休み）

弘前市子ども会
リーダー養成講座

小・中学校の
授業が変わります

【外国語活動】
　小学校では平成30・31年度は、
新学習指導要領への移行期間とな
り、以下の通り、外国語活動の授
業が変更されます。
○小学校３・４年生での授業開始
／小学校５・６年生での授業時間
の増加
⇒「聞く」「話す」を中心に、楽
しみながら学ぶことで、英語でコ
ミュニケーションを図ろうとする
素地を育みます。

【特別の教科　道徳】 
○平成 30 年度から小学校で教科
書を用いた授業を開始／平成 31
度から中学校でも教科書を用いた
授業を開始
⇒児童・生徒が「考え、議論する」
授業により多面的に考える力を養
います。
■問学校指導課（☎ 82･1644）


